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中性子星vj問題 こそ基所 にふさわ しかろ､うと考えて,恒藤 さん,玉垣さんを
誘って研究会 を提案 したuJであるが,その時 には ,どちらかとい うと多体系量
子論に塵点 をおいて考 え,ついでVC低温国際会議 で来 日するはずのGinzburg,
Abrikosov,Pinesも加えたらとおもっていたo Lか しその∵後私 自身は国際会
議 の世話に忙殺 され ,またソ連僅論家の来 日も実現せ ず,当初a)企画は変更 を
せ まられた｡ にもかかわらず立派 を研究会が もてたのは玉垣 さん ,恒藤 さんの
お かげであるo
今回は天体 と核に重心が傾 き;物性関係者にとって按 どちらかというと勉強
会 であったO これには或 る程度理由がある｡ 中性 子星の温度 といった基本的パ
ラメタひ とつをとっても一,ふつ うの物性のように実験で測れば よい,とい うわ
けにいかなh o 中性子星の生成過程や冷却過程の理論的解析が必要 で,天休の
^や素粒子 ,原子骸の∧の教を乞わねば 覆らぬ 〔この点 ,研究会 における林先
生 お よび林研の諸氏のお話は全貌をつかむ上で有益 であった〕0
もっ とも,これら諸過程 も真空中の素粒子反応 で覆く,原子核内部 ぐらいの
密度に圧縮きれた ,しか も巨視系でお こる,とい う意味 では物性的多体問題 で
ある｡ 多少定量的を話をすると覆れば ,物性理論家に色 証々 文が出る筈 である○
残念 ながら今回はそ こまでゆか夜かったが ,私 自身の記憶に残っている問題点
を思い出すままに記 してお く｡
中性子星の輸送現象を支配 している相対論的電子気体の理論.､具 体的には ,
た とえば中性 子星内部の磁場の寿 命,したがづでパルサ ーとしての夷 蕗.中性･ヽ⊥_/~＼-ノ~
子流体の多体問題 .た とえば .BCS 濫論 をやる壕合 ,interact･ionK
JA＼J√＼_.′＼ー ′ ノ ＼ー /へ〉/ Jヽ ~＼J′
collective(quasicollective)excitationの exchangeが き牟
覆いか 〔これは研究会の席上 でも指摘 された〕｡また,self- energy の
虚数部分は無視 できるか｡中性子流体の超流動性 と観測事実 を結 びつけるもの
として starquakeの問題があ9,研究会 では山口さんが しきDに物性的疑問ノへ._/＼_/J､J＼･_′ヽノ､ノ､一･′､ノ､ー一rJ＼-
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を発 しておられた｡ starquakeでは 106 cmの中性子星 の半径 がわずか 1cm
のぴるだけであるO この程慶の変化 夜ら,さまざま覆原因がか こ9うるのでは
をいか ? 答 局所的変化 夜らかこbうるであろ う｡ しか し中性子星の慣性能
率 ,したがって回転周期を変化 させるよう夜変化 としては ,星 の温度.が 1億度
でも単 覆るゆらぎとしてはおこbえ覆い｡最後 に ,これは きわめて漠然 とした
疑問 であるが,中性子星 よbもつ と密度o'D高い星は可能 であるか ? 中性子星
でも重 いものは芯が hadronであるとい う｡そ うい うところで,ふつ う0'D
Fermi粒 子 とかFermi 統計一とVlう概念 を使って よいのか ? こ0'Dあた 勘は
ちようど硯代物選 の限界 で,誰 も答えられ ないかも知れない｡
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